
所有者は空き家を誰に譲るのかを決めておけば、

後にトラブルとなる可能性は減ります。

決めないまま亡くなってしまうと、次のようなトラブルが起こる危険があります。

家を任意のタイミングで

処分できない。

共有名義となった場合、1人が売却や賃貸に出そうとすると、その都度、他の共有名義となっている人た

ちに相談し、行為に応じた同意※を得なければなりません。名義人がたくさんいるケースでは、なかなか同意

が得られず、売ることも貸すこともできないまま、長期間放置されることになりかねません。

その結果、老朽化が進み、近隣に悪影響を及ぼすことに繋がり、家の価値が下がってしまいます。

※修繕などの保存行為は、持分に関わらず1人で実施可能。

改修工事などの管理行為は、持分の過半を持つ人の同意が必要。

除却や売却、期間が3年を超える賃貸、大規模な改修工事等の処分行為は、全員の同意が必要。

1人に決まらないため、権利

を分割し、共有名義となる。

家を誰が引き継ぐか、

相続人の間で話し合いが

うまくいかない。

基本的な相続の順番は、下図のようになります。（法定相続）

遺産は、まず第1順位の相続人に相続権があり、子がいない、または相続放棄をした場合には、次の順位

の相続権がある人が相続人となります。遺産分割協議等の手続きを経ないままに相続が何度も繰り返され

ると、互いに面識がなくなり、調整できない事態も生じかねません。こうなると調査に相当の時間がかかり、

手続き費用が高額になってしまいます。

また、不動産登記制度が見直され、令和6年4月1日から相続登記の申請が義務化されます。相続によっ

て不動産を取得した相続人は、その所有権を取得したことを知った日から3年以内に相続登記の申請をし

なければならないこととされました。

遺産分割協議等により不動産を相続した相続人は、必ず登記をしましょう。



しっかりとした点検

半年～1年に一度は、しっかりと点検を行いましょう。空き家の価値を維持し、長持ちさせるために、点検

で気になることが見つかったら、早急に対応しましょう。特に雨漏りについては、早めの対処が重要です。

最初にやっておきたいこと

1) 近所への声掛け

隣近所や町内会に家族の状況を伝えておき、異常があった際に

連絡を取り合えるよう、管理する方はご近所と連絡先を交換してお

くことが望ましいでしょう。

2) 火災保険の確認

空き家は、たとえ定期的に管理をしている場合でも、人が住んでいる家屋に

比べて火災や風災、盗難に対するリスクが高くなります。特に、今は誰も住ん

でいないけれど、いつか売却したい、賃貸に出したいとお考えの方は、火災保

険に加え、水災、盗難、水漏れなどに対応した保険への加入をおすすめします。

定期的な点検とお手入れ

簡単にできる点検とお手入れはできるだけこまめに取り組みましょう。

また、大雨や台風、地震のあとは必ず点検を行いましょう。

庭木・雑草の確認

隣地まで枝が伸びてない

か、落ち葉や雑草の状況

屋根・軒裏の点検

屋根材の隙間、ヒビ割れや、雨

漏りによるシミの有無を確認

室内の雨漏り・カビ・
床の状況の確認
天井•壁•床に雨漏りが

無いか確認、水回りの漏

水•カビ、壁紙•床材の剥

がれや腐食の確認

ご近所への挨拶

何か迷惑をかけていな

いか確認、緊急時の連絡

先を伝えておく

設備機器の確認

空調設備•給湯器等の稼

働、水漏れの有無、コン

セント清掃

雨樋の点検

パイプが外れてないか、

樋に落ち葉が詰まってな

いか確認

室内の簡易清掃

掃除機やほうきで床に

溜まった埃掃除、窓ガラ

ス拭き、くもの巣除去

玄関周り・敷地周りの清掃

玄関周りに落書きが無いか

確認、敷地境界を超えてゴミ

が散乱してないか確認

ポストの整理

不要な広告物の処分

通風・換気

室内に留まっている腐朽

菌を除去するために窓を

開けて通風•換気

玄関や窓の施錠確認

防犯対策として、扉•窓

の施錠が確実に行われ

ているか確認

水道管の凍結（冬季）

水道管を保温チューブやタ

オルで保温して、凍結対策



専門知識が必要な修繕や高所作業 大工さんや工務店にお願いする

遠方・仕事が忙しい・高齢などで点検に行けない 定期管理サービスを利用

空き家を解体したいけど、誰に依頼すればよいかわからない場合、広島県がホームページ等で公表して

いる「広島県知事登録の解体工事業者一覧」が参考になります。

これは「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（建設リサイクル法）に基づき、広島県に登録

されている解体工事業者（500万円以下の解体工事に限る）のリストです。

このリストには各会社の所在地や電話番号が記載されているので、問い合わせてみてはいかがでしょうか。

修繕ではなく解体したい 解体工事業者にお願いする

雨樋の補修 屋根・軒裏の補修 高木の剪定

定期的な自己管理が難しい所有者向けに、空き家の管理サービスを提供する会社があります。

サービスの内容によって値段は様々ですが、月1回外からできる点検を行う場合は5,000円/月程度から

あり、次のような管理サービスが提供されています。

またオプションで、郵便物の転送や緊急時点検、草刈り、立木剪定、

ゴミ処分などのサービスを提供する会社もあります。

長期間確認に行けない場合には、このようなサービスを利用するのも

ひとつの方法です。

広島県 広島県知事登録の解体工事業者一覧 検索

落ち葉で詰まる

たわんで

いる

金具の

変形•破損

外れている

ひび割れ

屋根の傷み

軒裏材の
剥がれ

雨漏り


